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令和元年度 部局自己評価報告書 （34：極低温科学センター） 

 

Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. 液体ヘリウムの安定供給 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.30 ②-1 世界最高水準の最先端研究機構群の設置 

No.73 ①-1 環境保全・安全管理の充実 

 

実績報告 

１．時期：通年 ２．取組内容：日本最大規模の液体ヘリウム学内供給とその安定化・効率化推進

による研究支援 ３．効果・成果：本センターは学内 9 部局（理学・薬学・工学の各研究科、金属材

料・電気通信・多元物質科学・学際科学フロンティアの各研究所、材料科学高等研究所、東北メデ

ィカルメガバンク機構）に液体ヘリウムを供給し、平成 30 年度は合計 247,564 リットルであった。

本センターによる液体ヘリウムの製造量・供給量はともに国内最大規模である．特に指定国立大

学法人の世界トップレベル研究拠点である材料科学、スピントロニクスおよび未来型医療研究拠

点の活動には不可欠なものである．この供給支援により発表された平成 30年度(2018年 4月－

2019 年 3 月)の論文数は 293 編であった。希少天然資源であるヘリウムの効率的な利用を促進

し、ガス回収率を 91％の高い水準で維持している。 液体ヘリウム製造業務における液化機など

の装置運転方法を改善することで、液体ヘリウム製造にかかるコスト（電力使用量など）を削減し、

学内供給価格を安定化させることで研究推進に貢献している。 液体ヘリウムの供給安定化のた

めに液化設備・施設の更新およびガス備蓄能力の向上を学内の協力を得て計画的に進めている。 

 

実績報告添付資料（極低温科学センター）.pdf 

 

  

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%AE%9F%E7%B8%BE%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%B7%BB%E4%BB%98%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%88%E6%A5%B5%E4%BD%8E%E6%B8%A9%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%EF%BC%89.pdf
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2. 極低温科学の情報発信・アウトリーチ活動 

No.36 ②-2 知縁コミュニティの創出・拡充への寄与 

 

実績報告 

１．時期：通年 ２．取組内容：極低温科学に関する知識の普及、センター活動の積極的発信 ３．

効果・成果： 実績報告添付資料（極低温科学センター）.pdf・オープンキャンパス：１件・小中高等

学校への出前授業：8 件・施設見学等：3 件・市民向け科学イベントへの技術支援：1 件 ・広報誌

「極低温科学センターだより 第 19 号」の作成と配布（2018 年 11 月） ・ホームページによる情報

の公開・発信 これらの活動により認知度が向上し，NHK 教育テレビ（E テレ）への番組製作協力

を行う(「アクティブ１０理科」Active10理科.pdf)。（2019年 4月撮影（11月放映予定）） 

実績報告添付資料（極低温科学センター）.pdf, Active10理科.pdf 

 

  

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%AE%9F%E7%B8%BE%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%B7%BB%E4%BB%98%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%88%E6%A5%B5%E4%BD%8E%E6%B8%A9%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%EF%BC%89_0.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Active10%E7%90%86%E7%A7%91.pdf
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3. 技術系職員の技術力向上・キャリア形成 

No.29 ①-4 技術系研究支援者のキャリア形成の促進 

 

実績報告 

技術系職員（6名（片平 3名，青葉山 3名）の技術力向上・キャリア形成の支援と、関連する管理

資格等の取得を積極的に応援した。互いの技術力を向上させて全国レベルでの技術交流・発表

を推進した。 

・講師・発表者等：延べ人数 6人・件 資格・免許等取得者：延べ人数 3人・件  

研修・受講等：延べ人数 18人・件 

資格・免許等 

・第二種衛生管理者免許取得（H30年 6月 15日） 

・二級ボイラー技士試験合格（H30年 12月 25日） 

・高圧ガス製造保安責任者第三種冷凍機械試験合格（H31年 1月 7日） 

研修・受講等 

・自己啓発研修（通信教育履修コース）「配管補修コース（下）」 受講（H30年 5月 30日～H31

年 3月 31日） 

・平成 30年度第 21回低温技術講習会（高圧ガス保安講習会）講師（H30年 4月 26日） 

・平成 30年度加齢医学研究所窒素利用講習会 講師（H30年 7月 6日） 

・平成 30年度東北大学総合技術部安全・保守管理群全体会 受講・発表（H30年 7月 10日） 

・高圧ガス保安係員講習（一般ガス）修了（H30年 7月 19日～20日） 

・作業環境測定に関するセミナー（H30年 9月 3日） 

・平成 30年度東北地区国立大学法人等技術職員研修 受講・座長（H30年 9月 18日～21日） 

・金属材料研究所テクニカルセンター職員研修（専門研修）受講・発表 （H30年 10月 10日） 

・平成 30年度第 1回東北大学総合技術部男女共同参加部会研修 受講（H30年 10月 16日） 

・平成 30年度東北大学総合技術部安全・保守管理群職群研修 高圧ガス関連施設工場見学会 

参加（H30年 11月 6日） 

・高圧ガス容器を中心とした配管講習会（講師：日本スウェージロック FST）（H30年 11月 13日） 

・金属材料研究所テクニカルセンター職員研修（特別研修）受講（H30年 3月 12日） 

・東北大学自己啓発研修：通信教育履修コース「油空圧縮機の保全コース」を履修 

・企画小委員会研修「教職員グループウェアの活用方法について」受講 

・高圧ガス容器を中心とした配管講習会 受講 

・東北大学理学研究科・理学部技術研究会 聴講 

・防災セミナー「東日本大震災とその教訓」 受講 
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4. コンプライアンス遵守 

No.75 ①-1 公正な研究活動の推進 

No.76 ①-2 適正な研究費の使用 

No.77 ①-3 内部統制システムの構築・運用 

 

実績報告 

本センターで発生した経理不正事案への反省を踏まえて，センターとしてコンプライアンスの遵守

を心がけている 

センター職員（教員、技術職員、事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員）全員が ISTUによる研

究費不正使用防止コンプライアンス教育および情報セキュリティ個人情報保護教育を受講した。

（H30年 9月-H30年 10月、H30年 8月‐H30年 10月） 

・ポータルサイトを利用した経理情報の共有化を図り、センター運営に関わる全教職員による経理

の監視体制を継続した。また定期的な経理点検をセンター内で行い、点検結果を極低温科学セン

ター運営委員会や研究推進・支援機構運営委員会において報告した。 
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